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待
ち
に
待
っ
た
桜
の
季
節
が
や
っ
て
参
り
ま
し

た
。
皆
様
は
桜
の
花
の
種
類
を
何
種
類
言
う
こ
と

が
出
来
ま
す
か
？ 

桜
の
原
種
は
９
種
類
で
す
が

花
び
ら
の
形
、
色
、
開
花
時
期
に
よ
り
６
百
種
類

も
あ
る
そ
う
で
す
。
今
号
で
は
代
表
的
な
桜
４
種

類
と
そ
の
人
気
観
桜
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 さ

ま
ざ
ま
の
こ
と
お
も
ひ
出
す
桜
哉 

松
尾
芭
蕉 (

１
６
８
８
年) 

 

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
（
染
井
吉
野
） 

日
本
の
桜
の
８
割
は
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
言
わ
れ

て
お
り
ピ
ン
ク
色
の
美

し
い
大
柄
の
花
弁
が
豪

華
絢
爛
で
人
気
が
あ
り

ま
す
。
左
上
の
写
真
は
樹

齢
１
３
５
年
の
日
本

古
の
桜
・
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

で
青
森
県
の
弘
前
市
に

あ
り
ま
す
。
同
市
の
桜
祭

り
は
４
月
下
旬
か
ら
二

週
間
開
か
れ
、
お
堀
を
埋

め
尽
く
し
た
「
花
筏
」
は

息
を
呑
む
美
し
さ
で
す
。

 

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
（
枝
垂
桜
） 

枝
が
垂
れ
て
い
る
桜
と

い
う
こ
と
で
シ
ダ
レ
ザ

ク
ラ
と
読
ま
せ
て
い
ま

す
。
別
名
で
糸
桜
と
も

言
い
ま
す
。
他
に
も
ベ

ニ
シ
ダ
レ
（
紅
枝
垂
）
、

ヤ
エ
ベ
ニ
シ
ダ
レ
（
八

重
紅
枝
垂
）
、
シ
ダ
レ

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
（
枝
垂

染
井
吉
野
）
と
色
々
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。
京

都
府
を
代
表
す
る
花
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
満

開
時
は
木
全
体
が
濃
い

ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
目

に
鮮
や
か
で
す
。 

 

ヤ
エ
ザ
ク
ラ
（
八
重
桜
） 

 

八
重
桜
が
見
ら
れ
る

有
名
な
場
所
は
大
阪

市
の
造
幣
局
の
「
桜

の
通
り
抜
け
」
で
５

６
０
Ｍ
の
桜
の
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
ま
す
。 

八
重
咲
き
に
な
る
桜
の
総

称
で
一
重
咲
き
の
桜
よ
り

豪
華
に
見
え
、
花
び
ら
の

数
が
多
い
の
が
特
徴
で
チ

ア
ガ
ー
ル
の
ボ
ン
ボ
ン
の

様
だ
と
例
え
ら
れ
ま
す
。 

名
前
の
通
り
、
開
花

が
早
い
品
種
は
真
冬

の
１
月
頃
か
ら
咲
き

始
め
ま
す
。
花
弁
の

量
は
少
な
く
、
濃
い

ピ
ン
ク
色
で
ひ
っ
そ

り
と
し
た
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
有
名
な
場
所

は
何
と
言
っ
て
も
伊

豆
半
島
河
津
桜
で
、

２
月
中
旬
か
ら
咲
き

始
め
３
月
に
な
る
と

満
開
に
な
り
ま
す
。 

 

カ
ン
ザ
ク
ラ
（
寒
桜
） 

日本の原風景のような河
津桜。青空と菜の花の黄色
の見事な色彩コントラス

桜は 60～80 年が寿命。海外から
もその長寿維持技術に高い評価 

弘法大師ゆかりの東寺五重の塔
と枝垂桜。古都には枝垂桜です

 

 

＜番外編＞ 

富士山麓の芝桜 

 

 富士山周辺で 80 万株の 
芝桜 4/中～5/中が見頃 

造幣局敷地開放の為、3 月
中旬から約１ヵ月限定 

 



2 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                                                                                           

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手を休めた時にふと 「ああ、また行きたい」 と思う癒しの場所をご紹介します。 

尾
島

お

じ

ま 

雅ま
さ

典の
り

（
売
買
営
業
部) 

新シリーズ 
2018 

 

私がお奨めしたい癒
いや

しの場所 

飯
田

い

い

だ 

康や
す

博ひ
ろ 

（
賃
貸
営
業
部
） 

高
野

た

か

の 

実
子

じ

つ

こ

（
賃
貸
管
理
部
経
理
課
）

 

 

全て手作りハーレー倉庫 

私
の
癒
し
の
場
所
は
温
泉
で
す
。
社
会
人
1
年

目
か
ら
3
年
間
、
山
形
県
で
一
人
暮
ら
し
を
し

て
一
人
温
泉
巡
り
に
は
ま
り
ま
し
た
。
1
日
か

け
何
か
所
の
温
泉
地
を
巡
れ
る
か
挑
戦
し
た

事
が
あ
る
の
で
す
が
、
結
構
体
力
を
使
い
3
ヶ

所
で
断
念
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
や
は
り
1
日

の
入
湯
回
数
は
2
、
3
回
が
良
い
と
い
う
こ

と
は
納
得
で
す
（
笑
）
山
形
県
の
温
泉
で
す
が
、

日
帰
り
な
ら
百
目
鬼
（
ど
め
き
）
温
泉
。
泉
質

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
天
空
に
蔵
王
連
峰
や
星

空
を
仰
ぐ
立
地
は

高
で
し
た
。
３
百
円
と
い

う
安
さ
で
市
内
か
ら
近
く
お
ス
ス
メ
で
す
。
あ

と
は
秘
境
に
あ
る
姥
湯
（
う
ば
ゆ
）
温
泉
。
ひ

た
す
ら
断
崖
絶
壁
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
な
い

未
舗
装
の
狭
い
山
道
を
走
る
の
で
す
が
、
道
に

迷
っ
て
な
い
か
と
何
度
も
不
安
に
な
る

よ
う
な
場
所
で
し
た
。
山
の

岩
肌
が
剥
き
出
し
の
硫
黄

泉
源
泉
掛
け
流
し
で
、
ま
さ

し
く
自
然
が
生
ん
だ
秘
湯

の
地
で
し
た
。
辿
り
着
く
ま

で
の
苦
労
が
あ
っ
た
の
で

強
烈
に
覚
え
て
い
ま
す
。
い

つ
か
家
族
を
連
れ
て
も
う

一
度
訪
れ
て
み
た
い
で
す
。 

 

私
の
癒
し
の
場
所
は
神
社
で
す
。
こ
こ
数
年
、

縁
が
あ
っ
て
年
に
何
箇
所
か
各
地
の
神
社
に
参

拝
に
行
き
ま
す
。
昨
年
は
十
数
か
所
の
神
社
に

行
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
伊
豆
に
あ
る

伊
豆
山
神
社
と
秩
父
に
あ
る
三
峰
神
社
は
特
別

相
性
が
良
い
神
社
と
思
っ
て
い
ま
す
。
行
く
た

び
に
強
い
「
気
」
を
感
じ
、
元
気
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
旅
を
し
た
先
々
で
も
近
く
に
神
社

が
あ
れ
ば
、
必
ず
立
ち
寄
っ
て
参
拝
を
し
て
い

ま
す
。
お
参
り
を
す
る
事
に
よ
っ
て
パ
ワ
ー
を

感
じ
、
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
え
ま
す
。

遠
く
の
神
社
だ
け
で
な
く
地
元
の
神
社
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
心
を
和
ら
ぎ
清
め
た
い
時
な

ど
に
行
っ
て
み
る
と
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
り

癒
さ
れ
ま
す
。
ミ
ー
ハ
ー
で
す
が
、

近
お
参

り
の
際
に
購
入
す
る
御
朱
印
の
収
集
も
始
め
て

み
ま
し
た
。
筆
で
書
か
れ
る
書
体
に
は
筆
者
の

個
性
が
あ
り
、
感
動
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
数
少
な
い
収
集
で
す
が
、

あ
と
で
見
返
す
楽
し
み
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
行
っ
た

先
々
で
御
利
益
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
集
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三峰・伊豆山神社御朱印 

私
の
癒
し
の
場
所
は
伊
豆
に
あ
る
「
虹
の
郷
」

と
い
う
公
園
で
す
。
こ
の
庭
園
に
は
【
Ｓ
Ｌ
と

自
然
が
楽
し
い
花
の
国
】
と
い
う
副
題
が
あ
り
、

日
本
庭
園
や
イ
ギ
リ
ス
の
庭
園
を
模
し
た
広
大

な
自
然
が
見
ら
れ
ま
す
。
季
節
ご
と
の
花
も
植

え
替
え
ら
れ
、
四
季
も
感
じ
ら
れ
る
場
所
で
す
。

本
物
の
Ｓ
Ｌ
や
レ
ト
ロ
バ
ス
に
乗
れ
る
の
も
楽

し
み
で
す
。
Ｓ
Ｌ
に
乗
る
と
き
や
遮
断
機
が
降

り
た
と
こ
ろ
を
通
る
姿
は
周
り
の
庭
園
も
あ
り

非
日
常
的
な
世
界
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
写
真

を
撮
る
こ
と
が
好
き
な
私
に
と
っ
て
は
ど
の
場

面
も
非
常
に
撮
り
ど
こ
ろ
で
す
。
余
計
な
B
G

M
も
な
く
、
非
常
に
の
ど
か
な
雰
囲
気
な
の
で

写
真
撮
影
に
没
頭
出
来
ま
す
。
大
自
然
を
背
景

に
イ
ス
に
座
っ
て
読
書
三
昧
も
お
ス
ス
メ
で

す
。
時
間
と
空
間
を
贅
沢
に
使
い
な
が
ら
楽
し

む
こ
と
が
出
来
る
場
所
で
す
。
こ
の
癒
し
の
場 

所
を
見
つ
け
た
の
も
ほ
ん

の
偶
然
で
、
バ
イ
ク
で
一

人
旅
を
し
て
い
る
時
に
通

り
が
か
り
で
見
つ
け
ま
し

た
。
陽
春
の
ひ
と
時
、
今

年
は
家
族
と
共
に
こ
の
贅

沢
な
時
間
を
過
ご
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
面積は東京ﾄﾞｰﾑの 10 倍 

岩肌むき出し姥湯温泉 
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社 会

一日に摂取必要な 350g
相当の野菜分量 

航空機乗客に止めてもらいたい 17 の行動 

米国の Business Insider というビジネスニュース専門のウェブサイ

トが現役の客室乗務員 60 名にインタビューして「乗客に止めてもら

いたい 17 の行動」という記事を掲載したところ多くのネット反響が

ありました。日本人にも参考になるので採り上げてみました。 
誰もが快適で楽しい旅行を願ってい

ます。 

1 
搭乗してすぐに、客室乗務員に頼みご

とをする 

離着前後は も忙しく緊張を強いられる場面。搭乗するなり水

や新聞雑誌や毛布をリクエストされても困ってしまう 

2 頭上の荷物入れを独り占めする 
大きな荷物は頭上の荷物入れに、小さなバッグは座席の下に収

納してくれれば、他の乗客が収納場所不足で困らない 

3 クルーに挨拶を返さない 
快適な旅をするのに、挨拶くらいは返して欲しい。クルーも 

人間です。 

4 タイミングを考えて欲しい 
飲食の配膳しているときに、ゴミを手渡したり毛布や新聞をリ

クエストするのは止めて欲しい（通路は長い間ふさげない） 

5 前の座席の背面や隙間に足を置く 
前の座席の背面を叩いたり、揺すったり、隙間に足を置いたり

しないで欲しい 

6 
コーヒーを頼むときに、ミルク 

や砂糖が必要かどうか言わない 

初から何が必要か言ってくれるだけで、何百回も同じことを

聞かずに済む 

7 
自分で持ち上げられないような重い

手荷物を持ち込むのは止めて 

重いキャリーケースを機内に持ち込んで、自分じゃ重すぎて頭

上の収納に上げられないと CA の助けを頼むのは止めて 

8 
飛行機が着陸態勢に入ろうとする時

に、トイレに駆け込まないで 

トイレに入った客が戻って来ないと着陸態勢に入れないので

遅延につながる 

9 
声をかけても、ヘッドフォンを取らな

い人がいる 

飲み物を何にするかなど、CA が声をかけた時はヘッドフォン

を取ってきちんと応対して欲しい 

10 
客室乗務員の気を引くために、身体に

触る人がいる 

つつかれたり、引っ張られたり、過去何度も触られた。それで

もひきつった笑顔で対応せざるを得ない 

11 
シートベルトサインがついているの

に、トイレに行こうとする人がいる 

全員着席せよとサインがついていても、『我慢できない』とト

イレに駆け込む人がいる。 2 歳児でもあるまいし 

12 
第一希望のメニューを選べなかった

からといって大騒ぎをする人がいる 

ここは機内であって、5 つ星レストランではない。第一希望の

食べ物が無いと言って、そんなに怒らないで欲しい 

13 ギャレーでヨガを始める人がいる 
長距離だとヨガスタジオであるかのように、ギャレーでストレ

ッチを始める人がいる。ギャレーは私達の神聖な仕事場 

14 
明らかに客室乗務員のせいではない

ことを責められても困る 

フライトが悪天候で突如 U ターンとかルート変更しても CA

に怒らないで欲しい。私たちも早く家に帰りたいのは同じ 

15 
CA が、機長と全く同じ情報を持って

いると期待されても困る 

CA は天候、ルート、着陸時間など機長と同じ様な情報を持っ

ていると思われ、色々質問されても困る 

16 機内でポルノを見ている人がいる 
スマホやタブレットでポルノを見ている男性客がたまにいる。

機内は公共の場であり CA も含め多くの人が不快に思う 

17 勝手に酒を持ち込んで飲む人がいる 
勝手にアルコールを持ち込んで飲んではダメ。酸素が薄く、フ

ライトが長くなれば、脳に影響を与え事故にも繋がる 
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実
家
（
地
方
空
家
）
の
処
分
と
家
族
信
託 

「
実
家
は
地
方
に
あ
る
が
、
子
ど
も
が
全
員
都
市
部

に
移
住
し
、
今
は
老
親
だ
け
が
田
舎
に
暮
ら
し
て
い

る
。
老
親
を
看
取
っ
た
後
の
実
家
の
処
分
が
悩
み

だ
」
と
い
う
話
を
時
々
聞
き
ま
す
。
そ
ん
な
方
々
に

お
役
に
立
て
る
解
決
策
と
し
て
今
号
で
は
家
族
信

託
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。 

 

老
親
を
田
舎
に
残
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
、

も
多
い

相
談
は
、
老
親
の
将
来
に
お
け
る
介
護
の
問
題
、
そ

し
て
老
親
を
看
取
っ
た
後
の
実
家
の
処
分
の
問
題

で
す
。
子
が
全
員
家
庭
を
設
け
、
東
京
や
大
阪
等
の

都
市
部
に
居
を
構
え
て
お
り
、
近
く
で
老
親
を
支
え

る
こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
い
場
合
、
老
親
が
突
然
倒
れ

た
り
、
自
活
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
に
現
地
で
ど
の

よ
う
な
対
応
が
で
き
る
か
、
非
常
時
に
備
え
た
体
制

作
り
は
必
要
で
す
。
老
親
の
健
康
状
態
や
要
介
護
度

合
に
よ
り
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
在
宅
生
活

を
や
め
、
高
齢
者
施
設
に
入
所
す
る
と
い
う
タ
イ
ミ

ン
グ
を
計
る
こ
と
も
必
要 

 

に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合

に
、
も
う
一
つ
大
き
な
課

題
と
し
て
持
ち
上
が
る
の

が
、
「
介
護
費
用
」
「
入

所
費
用
」
の
捻
出
の
問
題

で
す
。 

老
親
の
年
金
収
入
（
場
合
に
よ
っ
て
は
賃
貸
不
動
産

等
か
ら
の
賃
料
収
入
や
株
式
・
投
資
信
託
等
か
ら
の

配
当
金
収
入
も
）
と
入
所
費
用
等
の
支
出
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
時
に
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
家
を
処

分
し
、
現
金
化
し
て
介
護
費
用
に
充
て
た
ら
良
い
か

と
い
う
要
望
・
相
談
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
現

在
は
老
親
が
生
活
の
本
拠
地
と
し
て
使
用
し
て
い
る

の
で
、
今
す
ぐ
の
売
却
は
想
定
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、

こ
れ
か
ら
数
年
～

10
年
以
内
を
目
途
に
実
家
を
売

却
し
た
い
、
あ
る
い
は
老
親
が
亡
く
な
っ
た
後
の
引

き
継
ぎ
手
の
な
い
実
家
を
売
却
処
分
し
た
お
金
で
分

配
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
高
い
で
す
。
と
は
言
う

も
の
の
、
地
方
の
不
動
産
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
売

り
た
い
と
き
に
そ
う
簡
単
に
売
れ
な
い
リ
ス
ク
が
都

市
部
よ
り
も
よ
り
一
層
高
い
と
言
え
ま
す
。 

 
さ
ら
に
、
い
ざ
実
家
を
売
却
し
よ
う
・
売
却
で
き
る

と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
老
親
に
認
知
症
が
発
症
し

て
、
物
事
の
理
解
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、

老
親
自
ら
が
売
主
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
老
親
の
判
断
能
力
の
低
下
・
喪
失
に

よ
る
売
却
不
能
の
事
態
に
な
れ
ば
、
成
年
後
見
制
度

を
利
用
し
て
、
後
見
人
が
実
家
を
売
却
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
「
売
り
に
く
い
物
件
を
売
る
」
た

め
に
さ
ら
に
「
時
間
と
手
間
が
か
か
り
」
、
「
売
っ

た
後
も
家
庭
裁
判
所
や
後
見
監
督
人
へ
の
定
期
的
な

報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
悪
条
件
が

重
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

当社の相続セミナーで使っているパワーポイントの資料です。
予備軍まで含めると 65 歳以上の 4 人に 1 人が認知症を発症す
る可能性があります。 

こ
こ
で
成
年
後
見
人
に
つ
い
て
少
し
深
堀
り
し
て
み

ま
す
。
成
年
後
見
人
の
役
割
は
被
支
援
者
の
生
活
で

発
生
す
る
お
金
の
財
産
管
理
を
行
う
事
で
す
。
被

支
援
者
の
財
産
管
理
が
生
活
費
の
管
理
だ
け
な

ら
親
族
の
方
で
も
後
見
人
を
務
め
る
こ
と
は
出

来
ま
す
。
H
26
年
の
司
法
統
計
で
は

３５

％
が
親

族
後
見
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
後
見
人
を

雇
っ
た
場
合
の
報
酬
は
後
述
し
ま
す
が
、
３
分
の

２
の
方
々
が
お
金
を
払
っ
て
ま
で
弁
護
士
、
司
法

書
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
に
後
見
人
を
務
め
て
貰

う
理
由
は
次
の
様
な
特
別
業
務
を
依
頼
す
る
必

要
が
あ
る
か
ら
だ
と
推
測
し
ま
す
。 

相 続
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[
成
年
後
見
人
の
特
別
業
務
と
は
？] 

・
被
支
援
者
が
多
数
の
収
益
不
動
産
を
所
有
し
て
お

り
、
入
居
者
と
の
賃
貸
契
約
、
修
繕
発
注
、
管
理

業
者
と
の
業
務
委
託
契
約
な
ど
の
締
結
を
行
う
。

・
訴
訟
、
調
停
、
遺
産
相
続
協
議
、
不
動
産
の
売
却
。

・
前
任
の
後
見
人
が
不
正
発
覚
な
ど
で
解
任
さ
れ
、

新
た
な
後
見
人
が
そ
の
対
応
を
行
っ
た
場
合
。

 

成
年
後
見
人
の
報
酬
は
家
庭
裁
判
所
が
決
め
て
い
ま

す
が
、
一
般
的
な
目
安
と
な
る
金
額
は
左
記
の
よ

う
に
裁
判
所
か
ら
公
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

[成年後見人の特別業務の報酬例] 

① 被支援者が不法行為を受けたことで起こした

訴訟に勝訴し管理財産を 1,000 万円以上増

加させた          ………約80～150万円

② 被支援者の配偶者が亡くなったことによる遺

産分割調停を申立て、調停を成立させて

2,000 万円の遺産を被支援者に取得させた。 

………約 55～100 万円

[成年後見人の一般的な基本報酬金額] 

① 被支援者の管理財産が 1,000 万円以下 

……… 月額報酬 2 万円 

② 同 1,000 万円以上 5,000 万円以下  

……… 月額報酬 3～4 万円

③ 同 5,000 万円以上…. 月額報酬 5～6 万円

そ
こ
で
、
成
年
後
見
人
制
度
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
決

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
が
『
家
族
信
託
』
で
す
。

家
族
信
託
と
は
、
「
信
託
法
」
と
い
う
法
律
を
根
拠

と
し
た

先
端
の
財
産
管
理
手
法
で
、
老
親
に
代
わ

っ
て
、
子
が
負
担
な
く
老
親
の
財
産
を
管
理
処
分
で

き
る
仕
組
み
で
す
。
老
親
が
元
気
な
う
ち
に
、
将
来

に
備
え
、
子
に
財
産
の
管
理
・
処
分
を
託
し
て
お
く

こ
と
で
、
も
し
将
来
老
親
が
自
ら
売
主
た
る
立
場
を

全
う
で
き
な
い
場
合
に
、
子
が
管
理
処
分
を
担
う
者

（
＝
受
託
者
）
と
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
売
却
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

家
族
信
託
の
実
行
に
よ
り
や
っ
と
現
れ
た
買
主
へ
の

売
却
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
売
却
が
で

き
る
こ
と
に
加
え
、
売
却
後
の
金
銭
も
親
子
間
の
信

頼
関
係
に
基
づ
き
、
裁
判
所
等
へ
の
報
告
義
務
の
負

担
を
負
う
こ
と
な
く
、
子
の
管
理
の
も
と
で
生
涯
に

わ
た
る
老
親
の
生
活
・
介
護
・
入
院
・
入
所
費
用
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
家
族
信
託
の
良

い
と
こ
ろ
は
、
老
親
の
存
命
中
に
売
却
処
分
し
な
か

っ
た
・
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
遺
産
分
割
協
議

を
経
て
相
続
登
記
を
す
る
と
い
う
手
間
を
か
け
ず

に
、
引
き
続
き
受
託
者
た
る
子
が
単
独
で
売
却
で
き

る
と
い
う
点
も
あ
り
ま
す
。

近
巷
で
話
題
の
『
空

き
家
問
題
』
は
、
実
は
、
売
り
た
い
と
き
に
売
れ
る

準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
ば
か
り
に
、
老
親
の
相

続
ま
で
問
題
を
先
送
り
に
し
て
そ
の
ま
ま
放
置
す

る
ケ
ー
ス
が
問
題
の
一
端
で
あ
る
と
い
う
の
が
実

情
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
先
、
人
口
減
・
経
済
縮
小
・
東
京
五
輪
前

後
の
不
動
産
価
格
の
暴
落
等
、
展
望
が
厳
し
い
と
予

測
さ
れ
る
中
、
都
市
部
で
も
不
動
産
を
売
り
づ
ら
く

な
る
時
代
が
来
ま
す
。
地
方
の
実
家
の
有
効
活
用
や

売
却
処
分
に
つ
い
て
は
、
老
親
の
元
気
な
う
ち
に
、

早
め
早
め
の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

当
社
は
全
国
津
々
浦
々
に
9

4

0
店
舗
の
加
盟

店
を
有
す
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
グ
ル
ー
プ
に
所
属

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
地
方
に
あ
る
ご
実
家
の
不
動

産
処
分
の
際
は
お
役
に
立
て
る
と
思
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

以
上
の
よ
う
に
成
年
後
見
人
制
度
は
費
用
が
か
か
る
だ

け
で
な
く
、
特
別
業
務
に
入
っ
た
場
合
は
家
庭
裁
判
所

の
許
可
を
必
要
と
す
る
の
で
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

受託者︓息⼦
（預かる⼈）

受益者︓⽗
（利益を得る⼈）

委託者︓⽗
（預ける⼈）

受益権信託⾏為

税務上は受益者
を真の所有者と
みなす

賃
料
・
売
却
収
⼊
な
ど

管理

家族信託の基本スキーム

信託財産
名義移転

例）
⾃宅
賃貸不動産
⾦融資産など

所有財産 信託財産を管理・
運⽤・処分する権利

信託財産からの
利益を得る権利

委託者（父）が存命中は受託者（息子）に所有権を移し
ますが、受益者は父のままです。 委託者（父）が認知
症に罹患して判断能力をなくす前に組成必要です。 
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か
ぼ
ち
ゃ
の
馬
車
と
サ
ブ
リ
ー
ス 

◭

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
っ
て
ど
う
な
の
？ 

◭
サ
ブ
リ
ー
ス
っ
て
ど
う
な
の
？ 

収益物件か
ぼ
ち
ゃ
の
馬
車
と
言
え
ば
シ
ン
デ

レ
ラ
物
語
に
出
て
来
る
童
話
の
世
界

の
作
り
物
で
す
が
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
馬
車

と
い
う
名
前
を
ブ
ラ
ン
ド
名
に
し
た

投
資
用
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
破
綻
し
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
か 

ぼ
ち
ゃ
の
馬
車
の
事
業
会
社
は
ス
マ
ー
ト
デ
イ
ズ
（=

Ｓ
Ｄ
・
東
京
都
中
央
区
）
と
言
い
2

0

1

2
年
に
創

設
さ
れ
、
わ
ず
か
５
年
間
で
投
資
家
約
８
０
０
人
に
１

万
１
２
５
９
戸
以
上
の
女
性
専
用
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
販

売
し
て
来
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

近
の
入
居
率
は
５０

％
を
下
回
る
物
件
が
増
え

Ｓ
Ｄ
は
３０
年
間
の
賃
料

保
証
を
し
て
い
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
資
金
繰
り
悪
化

に
よ
り
今
年
の
１
月
分
よ

り
ロ
ー
ン
の
返
済
額
さ
え

も
払
え
な
い
状
況
に
陥
り

ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
の
投
資
家

集
め
は
巧
妙
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
有
名
女
性
タ
レ
ン

ト
を
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
起
用
し
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
を
大
々
的
に
打
ち
続
け
た
だ
け
で
な
く
創
業
者
で

前
社
長
の
大
地
則
幸
氏
は
入
居
し
た
女
性
を
人
材
派

遣
会
社
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
本
人
の
年
収
の
２５

％
を
紹
介
料
と
し
て
受
取
る
事
が
出
来
る
の
で
家
賃

設
定
を
低
く
し
て
い
て
も
財
務
基
盤
は
し
っ
か
り
し

て
い
る
事
を
Ｐ
Ｒ
し
て
来
ま
し
た
。
左
記
は
大
地
氏
が

執
筆
し
た
著
書
で
人
材
派
遣
会
社
か
ら
の
紹
介
料
が

入
る
の
で
家
賃
ゼ
ロ
・
空
室
有
り
で
も
儲
か
り
ま
す
と

円
×
１０
室=

５０
万
円
で
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
投
資
効
率

が
高
い
事
を
力
説
し
て
い
ま
す
。 

Ｓ
Ｄ
の
事
業
構
想
を
後
押
し
す
る
為
に
ス
ル
ガ
銀
行

が
果
た
し
た
役
割
も
大
き
い
で
す
。
ス
ル
ガ
銀
行
は
静

岡
県
、
神
奈
川
県
を
中
心
に
１
３
０
店
舗
を
運
営
す
る

地
銀
で
す
。
個
人
向
け
ロ
ー
ン
に
強
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
も
積
極
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
日
経

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
４
０
０
社
の
構
成
銘
柄
に
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
信
用
も
あ
り
、
財
務
・
経
営
基
盤
は
悪

く
あ
り
ま
せ
ん
。 

Ｓ
Ｄ
で
物
件
を
購
入
し
た
オ
ー
ナ
ー
の
大
半
は
年
収

６
０
０
万
円
～
１
０
０
０
万
円
以
上
の
会
社
員
や
経

営
者
で
す
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
１
棟
の
土
地
代
・
建
築

費
合
わ
せ
て
平
均
１
億
円
で
す
。
ス
ル
ガ
は
大
半
の
オ

ー
ナ
ー
に
金
利
3.5
～
4.5

%
で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

毎
月
の
返
済
額
は
３０
年
で
す
か
ら
元
本
・
金
利
（
4.5

%
と
す
る
）
は
合
わ
せ
て
５０
万
６
千
円
に
な
り
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
は
8

%
の
利
回
り
保
証
し
て
い
た
の
で
毎
月

６６
万
６
千
円
の
賃
料
が
投
資
家
に
払
わ
れ
、
５０
万
６

千
円
の
返
済
を
し
て
も
投
資
家
の
手
元
に
は
１６
万
円

が
残
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
管
理
料
な
ど
別
途
経
費
が

差
し
引
か
れ
ま
す
が
、
大
半
の
投
資
家
は
こ
れ
で
老
後

の
生
活
も
安
泰
と
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
投
資
に
つ
い
て
は
サ
ク
ラ
イ
ン
ベ
ス

ト
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
東
京
都
中
央
区
）
も
借
り

上
げ
賃
料
が
払
え
ず
破
綻
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
も

ス
ル
ガ
銀
行
が
個
人
向
け
ロ
ー
ン
を
出
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

述
べ
て
い
ま
す
が
入

居
者
ゼ
ロ
な
ら
紹
介

も
出
来
ま
せ
ん
。

 

更
に
左
上
の
図
に
あ

る
よ
う
に
ワ
ン
ル
ー

ム
の
場
合
、
各
室
に 

バ
ス
、
ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン
を
設
け
る
の
で
４
室
し
か

作
れ
な
い
が
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
場
合
は
そ
れ
ら
が
全

て
共
用
に
な
る
の
で
同
じ
面
積
で
１０
室
作
れ
る
。
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
家
賃
は
通
常
７
掛
け
以
下
な
の
で
ワ

ン
ル
ー
ム
の
場
合
、
８

万
円
と
設
定
す
る
と
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
は
５
万

円
と
な
り
ま
す
。
計
算

結
果
、
ワ
ン
ル
ー
ム
の

月
家
賃
は
８
万
円
×
４

室
＝
３２
万
円
。
一
方
の

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
５
万 
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食堂 個室（5 畳） 

 

2/27 オーナー76 人がスルガ銀行に
対して 3 月からの返済停止を通知し
た。スルガ側は当面は差し押さえな
どを行わないと返答。 

日本経済新聞 2018.2.22 

  

か
ぼ
ち
ゃ
の
馬
車
の
誤
算 

Ｓ
Ｄ
が
利
回
り
８
%
を
謳
っ
て
投
資
家
を
集
め
た

の
は
罪
深
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
入
居
率
が
予

想
を
か
な
り
下
回
っ
た
の
は
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
読
み

取
れ
な
か
っ
た
調
査
分
析
不
足
が
原
因
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？ 

レ
オ
パ
レ
ス
２１
が
若
い
女
性
６
０

０
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
入
居
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
は
22

%

い
た
が
、
22

%
人
の
中
で
全
く
見
ず
知
ら
ず
の

収益物件 

 

◆
ゴ
ミ
出
し
、
ゴ
ミ
分
別
、
ゴ
ミ
を
出
し
た
後
の
清

掃
を
守
ら
な
い
人
が
い
て
よ
く
揉
め
る
。 

◆
ト
イ
レ
、
風
呂
場
、
リ
ビ
ン
グ
な
ど
共
用
部
分
の

清
掃
を
順
番
制
に
し
て
も
、
守
ら
な
か
っ
た
り
い

い
加
減
な
清
掃
で
済
ま
し
て
し
ま
う
人
が
居
る 

◆
部
屋
が
汚
い
、
臭
い
人
が
い
る
。
そ
う
い
う
人
は

共
用
部
に
も
私
物
を
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
る 

◆
洗
濯
物
を
干
す
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い
。
洗
濯
機

の
中
が
汚
い
、
カ
ビ
臭
い
。 

◆
寝
る
時
間
が
違
っ
て
隣
室
の
音
が
う
る
さ
い 

◆
出
勤
・
通
学
時
間
が
同
じ
だ
と
ト
イ
レ
、
洗
面
所
、

台
所
は
混
み
合
い
ス
ト
レ
ス
に
な
る 

◆
風
邪
を
ひ
い
た
り
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
な
っ
た
ら

直
ぐ
感
染
し
そ
う 

◆
異
性
が
遊
び
に
来
た
時
に
気
ま
ず
く
な
り
そ
う 

◆
日
本
人
は
「
個
」
の
生
活
を
大
事
に
す
る
の
で
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
馴
染
め
な
い 

人
と
共
同
生
活
を
す
る
事
に
抵
抗
が
な
い
人
は
そ
の

半
分
と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
支
持
派
は
全
体
の
約
１
割
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

実
際
に
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
住
ん
で
い
る
人
に
話
を
聞

い
た
と
こ
ろ
次
の
様
な
不
満
や
不
安
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。 

ま
せ
ん
。「
サ
ブ
リ
ー
ス
業
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

疑
問
と
反
省
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
日
本
弁
護
士
連

合
界
は
２
月
17
日
付
で
国
交
省
大
臣
と
内
閣
府
特
命

金
融
担
当
大
臣
に
対
し
次
の
事
項
を
早
期
に
法
律
に

定
め
る
様
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

① 

サ
ブ
リ
ー
ス
業
者
と
関
連
の
建
設
会
社
に
対
し 

 
 

家
賃
変
動
リ
ス
ク
や
投
資
資
本
回
収
に
必
要
な 

月
額
賃
料
な
ど
の
説
明
を
義
務
化
。 

② 

賃
貸
住
宅
管
理
業
者
登
録
制
度
を
義
務
化
。
サ
ブ

リ
ー
ス
業
者
に
登
録
義
務
を
課
す
。 

③ 

金
融
機
関
が
賃
貸
住
宅
へ
の
融
資
を
行
う
際
、
将

来
的
な
賃
貸
物
件
の
需
要
見
込
み
、
金
利
上
昇
や

空
室
・
賃
料
低
下
リ
ス
ク
等
の
説
明
義
務
を
銀
行

法
施
行
規
則
に
明
記
す
る
事
。 

サ
ブ
リ
ー
ス
業
者
に
登
録
や
説
明
義
務
を
課
し
て
も

今
回
の
様
な
事
件
が
な
く
な
る
か
と
言
う
と
正
直
心

も
と
な
い
で
す
。
「
８
％
の
高
利
回
り
を
30
年
間
に

亘
っ
て
保
証
す
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
疑
っ
て
か
か

る
べ
き
で
し
た
。
20
年
ロ
ー
ン
な
ら
毎
月
の
銀
行
へ

の
返
済
額
は
60
万
円
で
金
利(

4.5

%)

の
生
涯
支
払

総
額
は
約
45
百
万
円
で
す
。
一
方
、
30
年
な
ら
毎
月

４８
万
円
の
返
済
額
で
金
利
総
額
は
72
百
万
円
と
な

り
何
と
27
百
万
円
も
余
計
に
金
利
を
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
銀
行
に
と
っ
て
は
お
い
し
い
商
売
で
す
。

サ
ブ
リ
ー
ス
業
者
の
甘
言
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く

投
資
家
自
ら
が
正
確
な
判
断
が
で
き
る
様
勉
強
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

か
ぼ
ち
ゃ
の
馬
車
の
事
件
は
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
人
気

の
あ
る
な
し
だ
け
を
論
じ
る
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
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今後の勉強会の開催予定です。 

相続 
対策 

当勉強会はお気軽に、無料でどなた様でも参加出来ます。ご希望の方は下記①メール又は 

②電話のいずれかの方法で事務局に 住所、氏名、電話、ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ（もし、あれば）を 

ご連絡下さい。① メール ：seminar@0021.to ② 電話：048-970-0021 

 

日時：H30 年４月２２日（日）14:00～16:00

題目：第４期 No.5「生命保険を 100%活用する方法」

講師 : 小山 哲央 

場所：「越谷市民活動支援センター」 

越谷駅東口徒歩 1 分ツインシティ B 棟   

5 階 セミナールーム Ａ+B 

 

日時：H30 年６月２４日（日）14:00～16:00

題目：第４期 No.６「相続発生後にできる対策」

講師：小山 哲央 

場所：「越谷市民活動支援センター」 

越谷駅東口徒歩 1 分ツインシティ B 棟   

5 階 セミナールーム Ａ+B 

 

日時：H30 年３月２５日（日）14:00～16:00

「不動産オーナーの為の法人設立」 

～法人化したいオーナーが急増している訳～ 

講師：税理士法人シリウス代表・田中博史先生 

場所：「越谷市民活動支援センター」 

越谷駅東口徒歩 1 分ツインシティ B 棟   

5 階 セミナールーム Ａ+B 

弊 社 管 理 物 件

入居率  

９４．３％ 
1,812 戸   

2018.2.24 現在 

百
歳
人
生
を
生
き
る
ヒ
ン
ト 

五
木
寛
之 

～
長
寿
時
代
の
新
し
い
生
き
方
の
提
案
～

相続 
対策 

相続 
対策 

資産
管理 

日時：H30 年５月１３日（日）14:00～16:00

「障がい者住宅と戸建て賃貸」 

～激動の賃貸経営時代を生き抜く為に～ 

講師：小山 哲央 

場所：「越谷市民活動支援センター」 

越谷駅東口徒歩 1 分ツインシティ B 棟   

5 階 セミナールーム Ａ+B 

資産
管理 

  

新刊紹介

Books 

中 公 新 書 ラ ク レ 日経ﾌﾟﾚﾐｱ \842

作
家
の
五
木
寛
之
さ
ん
が
精
力
的

な
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

五
木
さ
ん
は
85
才
で
左
足
が
不

自
由
な
ほ
か
、
歯
、
耳
、
目
な
ど

の
衰
え
を
感
じ
自
分
の
体
と
相
談

し
な
が
ら
老
後
を
楽
し
ん
で
い
る

そ
う
で
す
。
五
木
さ
ん
は
40
年
前

「
青
春
の
門
」
で
一
斉
風
靡
し
、

本
誌
読
者
の
皆
様
の
中
に
も
沢
山

の
フ
ァ
ン
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
晩
年
は
「
親
鸞
」
を
上

梓
し
て
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞

し 

哲
学
、
宗
教
、
歴
史
に
も
造

詣
が
深
い
文
化
人
で
す
。
今
号
で

ご
紹
介
す
る
の
は
「
百
歳
人
生
を 

生
き
る
ヒ
ン
ト
」
と
「
孤
独
の
す
す

め
」
の
二
冊
で
す
。
内
容
的
に
は
似

た
よ
う
な
内
容
で
す
が
、
い
ず
れ
も

十
数
版
の
版
数
を
重
ね
て
多
く
の

人
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
以
下
作
者

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
節
で
す
。 

今
、
日
本
は
未
曾
有
の
長
寿
時
代
を

迎
え
誰
も
が
健
康
や
経
済
の
不
安

を
抱
え
な
が
ら
生
き
て
ゆ
く
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
１

０
０
歳
ま
で
の
長
い
道
を
如
何
に

歩
む
か
と
言
う
こ
と
に
照
準
を
絞

っ
て
自
分
の
生
き
方
を
リ
セ
ッ
ト

し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま

で
、
人
生
で
輝
く
の
は
５0
歳
ま
で

が
前
提
だ
っ
た
の
で
我
々
は
今
、
人

類
史
上
の
大
転
換
期
に
置
か
れ
て

い
る
と
考
え
、
次
の
よ
う
な
節
目
を

付
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 

50
代 

下
山
の
人
生
歩
む
覚
悟
を 

60
代 

生
活
を
リ
セ
ッ
ト
す
る 

70
代 

下
り
途
中
の
丘
を
楽
し
む 

80
代 

し
が
ら
み
捨
て
自
由
に 

90
代 

無
尽
蔵
の
記
憶
に
遊
ぶ 

 


